
今回は、⼈事コンサルより「マネジメント」に関するミニ知識のお話し、そして、改正育児介護休業法に
おける給付と社会保険料の取り扱いについてお話させて頂きます。
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「マネジメント」の本来の意味は？ 〜「管理」ではありません〜

ビジネスの現場でも当たり前に使⽤される「マネジメント」という⾔葉。皆さんはこの⾔葉の本来の意味
をご存知でしょうか？

広辞苑を引くと「管理・処理・経営」と記載されていますが、本来的なマネジメント（management）
の意味はそうではありません。マネジメントは本来「やりくり」のことを指します。つまりマネジメント
とは管理することではなく、与えられた各種リソース（ヒト・モノ・カネ）を活⽤し、やりくりすること
を指すのです。⽇本では「管理職」と呼んだりもしますし、ちょっと意外かもしれませんね。

上記のように与えられたリソースを活⽤して成果を出していくのがマネージャーの役割である⼀⽅、マ
ネージャーに昇進する社員は「⾃⾝で⾼い成果を上げたプレイヤー」であることも少なくありません。し
かし、マネージャーには「⾃⾝が動いて成果を出す」ということではなく、「⼈を動かして成果を出す」
ということが求められます。それまでと真逆の動きが求められるのです。

すると、「⾃⾝が動いて」成果を出したという成功体験から、今までの延⻑線上で⾃⾝が動いて成果を出
そうとしてしまい、マネージャーとしての役割転換が上⼿くいかないケースも⾒られます。
⼈事評価の観点でいえば、評価項⽬を通して社員に対して期待役割を伝えることも重要です。上記のよ
うな役割転換をサポートする意味でも、しっかり評価項⽬を通して⽰していきたいところです。

マネジメント = やりくり

マネジメント = 管理
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⽀給要件

休業開始⽇前２年間に、賃⾦⽀払基礎⽇数が11⽇以上ある（ない場合は就業してい
る時間数が80時間以上の）完全⽉が12か⽉以上あること。

休業期間中の就業⽇数が、最⼤10⽇（10⽇を超える場合は就業している時間数が
80時間）以下であること。
※28⽇間の休業を取得した場合の⽇数・時間です。28⽇間より短い場合は、その⽇数に⽐例して短くなります。

⽀給額

休業開始時賃⾦⽇額（原則、育児休業開始前６か⽉間の賃⾦を180で除した額）×
⽀給⽇数×67％
※⽀給された⽇数は、育児休業給付の⽀給率67％の上限⽇数である180⽇に通算されます。

申請期間

出⽣⽇の8週間後の翌⽇から起算して２か⽉後の⽉末まで
※出産予定⽇前に⼦が出⽣した場合は、当該出産予定⽇２回まで分割して取得できますが、１回にまとめての申請となりますのでご注意ください。

■産後パパ育休中の育児休業給付について

■産後パパ育休施⾏後【2022年10⽉1⽇〜】の社会保険料免除について

令和4年10⽉1⽇から始まる「産後パパ育休」について、今回は給付と社会保険料の免除についてお話しま
す。⼿続きについてもどんどん複雑になっていますのでご注意ください。⼿続きに関する様式は、毎度お
なじみでギリギリの発表になると思われます。

産後パパ育休中の給付と社会保険料免除は？

（例）14⽇間の休業 → 最⼤5⽇（5⽇を超える場合は40時間）
10⽇間の休業 → 最⼤4⽇（4⽇を超える場合は28時間）

[10⽇×10/28＝3.57（端数切り上げ）→4⽇]

（例） 出⽣⽇が令和４年10⽉15⽇ → 申請期限は令和５年２⽉末⽇まで

⽀給要件

・その⽉の末⽇が育児休業期間中である場合
・同⼀⽉内で育児休業を取得（開始・終了）し、その⽇数が14⽇以上*の場合
※産後パパ育休中に就業した⽇数は含まない
※賞与にかかる保険料の免除は、連続1ヶ⽉以上の育休を取得した場合に限る

⽀給額、申請期間については、育児休業給付と同じになります。
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